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1 地震災害時(緊急時)における避難対応の原則

神戸空港(KOBE)では、震度6弱以上の地震の発生もしくは大津波警報が発表された場

合、お客様を「館外避難場所」へ避難誘導し、建物の安全が確認された後、館内の安全が確

認できたスペースに再入館していただきます。(震度５強以下の地震であれば、館内に留まります)。

関西エアポート神戸株式会社は、発災直後の避難指示や非常放送(避難放送)を即座に行

い、警備員を中心とした避難誘導を行います。

対策本部の設置後は、同本部が組織的かつ網羅的な対応を実施します。
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この度、関西エアポート神戸株式会社は、神戸空港(KOBE)における地震及び津波災害に対

する人命の保護、被害の軽減、空港機能の早期復旧を目的として、BCP(業務継続計画)を定

めました。これに基づいて地震・津波発生時にとるべき避難行動の概要を案内いたします。

空港事業者各位におかれましては、下記ご確認いただき、関係各位に周知のほどお願い申し

上げます。

2 地震発生時の避難行動

震度6弱以上の地震が発生した場合の「館外避難場所」は予め定められており、誘導サインの

表示等により事前周知に努めています。大津波警報発表時も同様です。(４参照)

再入館の際に避難者を収容する場所の候補は、平常時に安全確認及び危険個所の把握を

実施した上で設定した場所ですが、発災時に改めて安全確認を実施した上でお客様を避難

誘導します。

館外避難 建物の安全確認避難指示
安全スペースに
再入館

避難者ケア

地震(震度6弱以上)発生時の避難の流れ

30分以内 180分以上

関西エアポート神戸株式会社実施事項 対策本部実施事項
■「館外避難場所」への避難指示 ■非常放送(避難放送)の実施

■関係機関への連絡 ■被害情報の収集

■その他、発災に伴う例外対応

■情報の分析・判断

■関係機関への報告・連携

■報道対応

震度6弱以上の
地震発生

4 大津波警報発表時の避難行動

神戸空港(KOBE)は、南海トラフ巨大地震で想定されている津波(最高津波水位 海抜

（T.P.）3.9ｍ)が護岸を超えて浸水する危険性は極めて低いとされています。

しかし、兵庫県瀬戸内海沿岸に大津波警報が発表された場合は、安全を期すために旅客

ターミナルビル4階（展望デッキ）へ避難誘導します。

兵庫県に大津波警報発表時の避難の流れ

大津波の
到達

旅客ターミナルビル4階
（展望デッキ）に避難

建物の安全確認 安全スペースに
再入館

避難者ケア
避難者待機

避難指示
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60分以内

発生から
約91分

関西エアポート神戸株式会社実施事項
■展望デッキへの避難指示 ■非常放送(避難放送)の実施

■関係機関への連絡 ■被害情報の収集 ■その他、発災に伴う例外対応など

対策本部実施事項
■情報の分析・判断

■関係機関への報告・連携 ■報道対応
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震度6弱以上の地震発生時の館外避難場所/大津波警報発生時の避難場所 警備員等の誘導員が中心となって避難誘導を実施することにより、お客様と空港関係者の安全確保を最優先します。
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3
安全スペースへの

再入館・避難者のケア
館内の安全が確認され次第、順次、お客様等を

安全が確認された場所に再誘導します。

避難者に対しては、下記を中心としたケアを実施

いたします。
☑負傷者や急病人への対応を行うため、救護所

を設置すること

神戸空港(KOBE)の設置場所：

旅客ターミナルビル3階 イートインコーナー

☑備蓄品を提供すること

☑空港の被災・復旧状況、社会インフラの状況、

 その他必要な情報の提供を行うこと

震度6弱以上の地震発生時の館外避難場所

東サービスヤード
西サービスヤード

出発ロビー
赤色矢印＝地震発生時一般エリアの移動

青色矢印＝地震発生時危険物等所持制限区域

／保安区域の移動

緑色矢印＝地震発生時制限区域からの移動

橙色矢印＝大津波警報発表時の移動
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